
【被災生活期】：２～３日目の活動 BB

第2編　標準マニュアル　
Ⅰ 震災時活動マニュアル（行動編）

■エレベーター、電気、ガス、水道が使えないことを前提に活動します。
　 

■帰宅者が増えて、活動人員の確保も可能になることから、対策本部

の体制を充実していきます。 
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第2編　標準マニュアル　
Ⅰ 震災時活動マニュアル（行動編）

１．対策本部の体制の充実

それぞれの活動が徐々に落ち着き、また帰宅者等により活動人員が確保しやすいことか
ら、対策本部の体制を充実させていきます。（事前に、防災に詳しい担当者や管理組合の役
員等で体制を決めておき、役割を移行します。）

活動内容 ▼対策本部は、新たに物資班を加え、管理組合の役員や、
あらかじめ選出した防災担当者等に移行します。なお、
発災当初に選出した者が継続可能な場合や人員が不足す
る場合は協議し、人員配置を決めます。 

▼本部長、副本部長、情報班長、救護班長、安全班長、物
資班長の６人が本部会議を開催し、活動を指示します。 

活動内容 ▼各班の班員は、各階居住者から有志を募ります。 
▼【救護班】は医療・福祉関係、【安全班】は建築関係の専
門家に要請します。 

□本 部 長（氏名      ）：（    　）号室
□副本部長（氏名      ）：（    　）号室
□情報班長（氏名      ）：（    　）号室
□救護班長（氏名      ）：（    　）号室
□安全班長（氏名      ）：（    　）号室
□物資班長（氏名      ）：（    　）号室

 
・時間の経過とともに人

の確保が出来るように

なり、状況に応じ体

制の充実を図ります。

⇒第３編P91参照 

 

・医療、福祉関係、建築

関係の専門家をアンケ

ート等により事前に把

握しておきます。 

⇒第３編P75参照 

対策本部の体制の充実  

班員の要請  

情報

救護

安全

物資
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第2編　標準マニュアル　
Ⅰ 震災時活動マニュアル（行動編）

Point対策本部体制の確認  
・体制に応じた記入表
   を 作成しておきます。 
  



32

第2編　標準マニュアル　
Ⅰ 震災時活動マニュアル（行動編）

Point

■対策本部の活動【被災生活期】 

（１）本部長の活動 

活動内容 ▼新たに追加した物資班を含め、各班の配置を指示します。
▼引き続き、各班からの情報や報告等により、建物全体の
状況を把握し、対策の検討や活動全体の指揮をとります。
▼区および防災拠点など、外部と連携した活動をします。 
▼平常時に決めた本部長に移行します。不在の場合は、引
き続き任務を継続します。 
▼本部長は、常に対策本部に在席して活動指示に徹します。

（２）情報班の活動 

活動内容 ▼引き続き、建物内の情報を把握し、対策本部からの指示
を居住者に伝えます。 
▼居住者の安否情報、現状を把握するため「対策本部安否
情報シート」（P50 参照）を整理します。 

▼防災拠点に情報班員を派遣し、情報収集を行います。ま
た、周辺の地域状況を把握します。 
▼安全班の点検をもとに、建物、設備の復旧情報を居住者
に提供します。 

 ・円滑に指揮をとるため
   に、事前に本部長を決
  めておくことも検討し
  ます。

情報の収集、整理、発信

全体の指揮  
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第2編　標準マニュアル　
Ⅰ 震災時活動マニュアル（行動編）

Point

（３）救護班の活動 

活動内容 ▼待避所（救護所）において負傷者、災害時要援護者の救護
　を行います。 

▼待避所（救護所）の利用者の状況を「待避所受付名簿」（P51
参照）に記入します。 

活動内容 ▼手当が必要な負傷者、災害時要援護者は、情報班を通し
て消防署に連絡します。 
▼消防機関の到着が困難な場合は、最寄の医療機関、防災
拠点等の施設に連絡をとり、物資班や居住者の協力を得
て搬送します。 
▼待避所（救護所）での対処が困難な場合は、防災拠点へ
誘導します。 

 
・防災拠点や医療機関を

把握しておきます。

負傷者の搬送・誘導  

待避所（救護所）の運営  
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第2編　標準マニュアル　
Ⅰ 震災時活動マニュアル（行動編）

（４）安全班の活動 

活動内容 ▼マンション出入口の管理を行い、居住者、帰宅者、来訪者
   等のチェックをします。
　状況を「出入口管理シート」（P52 参照）に記入します。
 

活動内容 ▼管理人や管理会社等の担当職員と協力し、建物および設備
の状況を確認します。 
・建物の点検：外装、内装、構造等 
・設備の点検：給水管、排水管、電気配線、エレベーター等 

▼管理会社等に点検結果のまとめを依頼します。 
・エレベーターの復旧見通し 
・危険箇所の明示と危険防止策 
・復旧が必要な場所、内容、費用等 
▼点検結果を対策本部に報告し、対策本部の指示に基づき
管理会社が行う危険防止・復旧対策を確認します。 
▼復旧に費用を要する場合、管理組合等の承認を得て行い
ます。 

活動内容 ▼建物内の見回りを行います。 
▼町会等が行う地域の防犯活動に協力します。 

 ・マンション内だけでな
    く、地域と協力して周
    辺を見回りすることも
    大切です。日頃から地 
    域の方々との関わりも
    災害時には活かされま
    す。

建物・設備の安全確保

出入口の管理  

防犯活動 Point
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第2編　標準マニュアル　
Ⅰ 震災時活動マニュアル（行動編）

Point

Point

Point

Point

Point

（５）物資班の活動 

活動内容 

活動内容 
 

活動内容 ▼物資が不足する場合は、防災拠点等から救援物資を運搬
し、保管、管理、配布します。 
【保管場所：（               　 ）】 

活動内容 ▼周辺の町会等と協力して、炊き出しを実施します。 
【場所：（                   ）】 

活動内容 
▼対策本部と協議し、臨時ごみ集積場所を設置します。
【場所：（                   ）】
※ごみは各住戸での保管を徹底します。 

 

 

 

・マンションの駐車場を
　待避スペースや炊き出
　しの場所として周辺町
　会に提供するなど、地
　域で協力して被災生活
　を支え合うことも大切
　です。 

・被災生活が長期になる
　と、ごみの問題が出て
　きます。普段のごみ置
　場のほかに、臨時にご
　みが保管できる場所を
　検討しておきます。

備蓄品の管理

飲料水の確保

救援物資の確保

炊き出しの実施

臨時ごみ集積場所の設置

▼救助資器材、救急医療セット、担架等の使用状況を管理します。
▼各階が必要とする備蓄品等を把握します。
▼備蓄品等を必要な場所へ運搬します。
　「備蓄品・救援物資等使用リスト」（P56参照）

▼飲料水が不足する場合は、受水槽（P38 参照）の水を運搬
　します。
※水は各家庭で事前に準備することを徹底します。 

・救援物資の保管場所を

　備蓄倉庫やホール等の

　雨風から防げる場所に

　あらかじめ設定します。

　また、配布方法のルー

　ルを決めておきます。

・受水槽の場所、蛇口の
　有無、災害時に使用で
　きるか事前に確認しま
　す。（P38参照） 

　

・事前に備蓄品の内容 
　（数量）を一覧表に整理
　します。（P37参照） 
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第2編　標準マニュアル　
Ⅰ 震災時活動マニュアル（行動編）

Point

■備蓄倉庫の場所

・備蓄倉庫の場所を図面に示します。 

【図面・写真記載例】 

防災センター 
（管理事務室） 

出入口 

エントランスホール

EV

備蓄倉庫（１階） 
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第2編　標準マニュアル　
Ⅰ 震災時活動マニュアル（行動編）

Point

■備蓄品の内容 

・備蓄品一覧表を事前に作成します。 

・災害時に使用しやすいよう、作成した一覧表を備蓄倉庫内に配置しておきましょう。 

【備蓄品一覧表例】

内容 数量 備考 

保存水（ペットボトル） ２㍑×50本 消費期限2015年１月 

  缶051×ｇ011 ンパンカ

救急医療セット ２セット  

  トッセ01 レイト易簡

  個２ ルーバ

  個５ トッメルヘ

○○○○○○○○○ ○○○○  

○○○○○○○○○ ○○○○  

○○○○○○○○○ ○○○○  

○○○○○○○○○ ○○○○  

   

消費期限2015年１月
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第2編　標準マニュアル　
Ⅰ 震災時活動マニュアル（行動編）

Point

■受水槽の場所 

【図面・写真記載例】 
 

受水槽 機械室 電気室 

場所（例）：地下１階 
容量（例）：容量 50ｔ

蛇口 

※緊急遮断弁と感震器 
地震が発生した場合に感震器が作動して弁が自動的に閉まり、飲料水を確保することができます。 

・受水槽の容量、場所を示します。 
・事前の建物点検で調査し、容量（マンション居住者全員で約何日分等）、使用方法など　
　を把握しておきます。 
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第2編　標準マニュアル　
Ⅰ 震災時活動マニュアル（行動編）

Point

活動内容 ▼引き続き１日目の体制、活動を継続します。 
▼基本は各階で被災生活を支え合います。 
▼代表、代表補佐、救護班長、情報班長は継続します。 
※状況に応じて、安全班、物資班を構成します。 
▼その他の居住者は班員となり、それぞれの役割に協力し
ます。 

２．各階の体制の充実

・居住者の人数や建物の

状況に応じて、体制を

充実します。

被災生活を支援

　被災生活は各階で協力し支え合い、人員が不足する場合は、対策本部または上下階に
応援を要請します。緊急時以外は出来るだけ各階に留まります。

救護班

情報班

安全班

物資班
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第2編　標準マニュアル　
Ⅰ 震災時活動マニュアル（行動編）

Point

活動内容 
 

▼各階の名簿を作成します。 

【     】階

班 構　成 氏  名　・　号  室 電話・ＦＡＸ・携帯電話等 

代  表 （       　  ）：（     ）号室  

代表補佐 （       　  ）：（     ）号室  

班長 （        　 ）：（     ）号室  

（        　 ）：（     ）号室  

（       　  ）：（     ）号室  班員 

（       　  ）：（     ）号室  

班長 （        　 ）：（     ）号室  

（        　 ）：（     ）号室  

（        　 ）：（     ）号室  班員 

（          ）：（     ）号室  

班長 （        　 ）：（     ）号室  

（        　 ）：（     ）号室  

（        　 ）：（     ）号室  班員 

（        　 ）：（     ）号室  

班長 （        　 ）：（     ）号室  

（        　 ）：（     ）号室  

（        　 ）：（     ）号室  班員 

（        　 ）：（     ）号室  

（        　 ）：（     ）号室  

（        　 ）：（     ）号室  要員 

（        　 ）：（     ）号室  

各階体制の確認
・体制に応じた名簿記入
　表を作成しておきます。 
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第2編　標準マニュアル　
Ⅰ 震災時活動マニュアル（行動編）

■各階の活動【被災生活期】 

（１）代表（代表補佐）の活動 

活動内容 ▼階の状況把握と活動を指示します。 
▼対策本部から本部人員補充の要請があった場合は、人員
を派遣します。 
▼緊急を要する場合や階で対処できないことは、上下階ま
たは対策本部に応援を要請します。 

（２）情報班の活動 

活動内容 ▼各住戸を訪問し「災害連絡カード」（P54参照）を渡します。 
▼不在の住宅は「連絡依頼書兼安否不明ステッカー」（P53
参照）をドアに貼り、連絡を依頼します。 
▼帰宅の連絡を受けた際に「災害連絡カード」を渡します。

[回収方法] 
①　各階の情報班が回収 
②　情報班員宅のポストに「災害連絡カード」を投函 

▼回収した「災害連絡カード」の内容を「階（ブロック）
別安否情報シート」（P48､49参照）に記載します。 
▼救護が必要な住戸がある場合は、救護班へ活動を指示し
ます。 
▼把握した情報を代表に報告します。 

（３）救護班の活動 

活動内容 ▼共用廊下、エレベーターホール、各住戸等において、負
傷者、災害時要援護者の救護を行います。 
▼手当が必要な負傷者や、避難が必要な人を待避所（救護
所）へ誘導します。 
【待避所（救護所）：（                 ） 】

階の状況把握、全体の活動を指示  

階の情報を整理  

負傷者等の救助・救護活動  
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第2編　標準マニュアル　
Ⅰ 震災時活動マニュアル（行動編）

（４）安全班の活動 

活動内容 ▼建物および設備の状況を確認します。 
▼各住戸の被害状況を「災害連絡カード」
まとめます。 
▼対策本部の指示に基づき、管理会社等が行う危険防止・
復旧対策を確認します。 

活動内容 ▼各階の見回りを行います。 

活動内容 ▼救護班と協力して、救出・救護活動を行います。 

活動内容 ▼飲料水、食料が必要な住戸を把握し 階別備蓄品配布リ
スト」（P55参照）を作成し、対策本部に報告します。 
▼上下階と協力して物資を運搬します。 
▼配布ルールに基づき、各住戸に物資を支給します。 

活動内容 ▼救護班と協力して、救出・救護活動を行います。 

建物・設備の安全確認  

防犯活動 

救出・救護活動への協力

備蓄品の管理・配布

救出・救護活動への協力
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第2編　標準マニュアル　
Ⅰ 震災時活動マニュアル（行動編）

【復旧期】：４日目以降の活動 

■基本的には、２～３日目の活動を継続しながら、 ライフライン
　の復旧の状況により、平常時の体制（管理組合・自治会による
　活動）に移行していきます。 
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第2編　標準マニュアル　
Ⅰ 震災時活動マニュアル（行動編）

▼電気、エレベーターが復旧して各住戸との連絡が可能に
なり、災害対策上の問題がないと判断した時に活動を縮小
します。 

▼防災拠点、区災害対策本部、町会等の情報を把握し、館
内放送やニュース等を発行し居住者に提供します。 

▼エレベーターが復旧し、住戸の安全が確認されたら、負
傷者、災害時要援護者を自宅に戻します。 
▼利用者がいなくなった段階で待避所（救護所）を閉鎖します。 

▼支援の必要の有無を本人または家族に確認し、必要がなく
なった段階で活動を停止します。 

平常時の体制へ移行
　被災生活期の活動を継続しますが、
段階的に平常時の体制に移行していきます。
を目安とします。 

各階の救護活動  

待避所（救護所）の閉鎖  

地域情報の提供  

情報の管理  
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第2編　標準マニュアル　
Ⅰ 震災時活動マニュアル（行動編）

（３）安全班 

活動内容 ▼管理会社、管理人による管理体制が整った段階で、平常
時の管理体制に移行します。 

▼建物内の防犯活動は管理会社の体制が整った段階で、管
理会社に移行します。 
▼地域の防犯活動は、町会等と話し合い、活動を縮小しま
す。 

（４）物資班 

活動内容 ▼エレベーターが復旧し、物資を必要とする住戸がなくな
った段階で活動を縮小します。 

活動内容 ▼エレベーターの復旧後に、各住戸のごみを臨時ごみ集積
場所に運搬するよう指示します。 
▼ごみ集積のルールの徹底と臨時ごみ集積場所の管理を継
続します。 

（５）対策本部 

活動内容 ▼各班の活動状況を把握し、縮小、廃止を指示します。 
▼本部長の判断で対策本部を廃止し、平常時の体制に移行
します。 

管理人

対策本部の廃止  

ごみ処理  

防犯活動  

出入口の管理、建物・設備の安全確保  

備蓄品、救援物資の配布  
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第2編　標準マニュアル　
Ⅰ 震災時活動マニュアル（行動編）

記載用様式集

様式－１ 階別安否情報シート 

様式－２ ブロック別安否情報シート 

様式－３ 対策本部安否情報シート 

様式－４ 待避所受付名簿 

様式－５ 出入口管理シート 

様式－６ 連絡依頼書兼安否不明ステッカー 

様式－７ 災害連絡カード 

様式－８ 階別備蓄品配布リスト 

様式－９ 備蓄品・救援物資等使用リスト 
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■ 記載用様式集 フォーマット例 
以下の記載用シートを参考に、建物に応じた様式を作成します。 

 

記
入
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/階
代
表
名
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

記
入
日
時
（
 
 
 
 
）
年
（
 
 
）
月
（
 
 
）
日
 
午
前
・
午
後
（
 
 
）
時
（
 
 
）
分

号
　
室
 

名
　
前
 

状
況
（
人
数
・
安
否
）
 

救
護
の
必
要
性
（
内
容
）
 

号
　
室
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前
 

状
況
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数
・
安
否
）
 

救
護
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必
要
性
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内
容
）
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室
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室
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室
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室

08
号
室

09
号
室

10
号
室

11
号
室

12
号
室

13
号
室

 
室

号
5 1

 

 
室

号
61

 

 
室

号
71

 

 
室

号
81

 

 
室

号
91

 

 
室

号
02

 

 
室

号
1 2

 

 
室

号
22

 

 
室

号
32

 

 
室

号
42

 

 
室

号
52

 

 
室

号
6 2

 

様
式
－
１
 
階
別
安
否
情
報
シ
ー
ト
（
 
 
 
 
）
階
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記載用様式集
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ブロック代表名（                 ） 
記入日時（    ）年（  ）月（  ）日 午前・午後（  ）時（  ）分  

号　室 
（   ）階 

階代表名（    ）
（   ）階 

階代表名（    ）
（   ）階 

階代表名（    ）
（   ）階 

階代表名（    ）
（   ）階 

階代表名（    ）  

01号室      

02号室      

03号室      

04号室      

05号室      

06号室      

07号室      

08号室      

09号室      

10号室      

11号室      

12号室      

13号室      

14号室      

15号室      

16号室      

17号室      

18号室      

19号室      

20号室      

21号室      

22号室      

23号室      

24号室      

25号室      

26号室      

様式－２ ブロック別安否情報シート（    ）ブロック 
※ブロックごとの情報を下記一覧表にまとめます。    各戸の記載内容：人数等（無事：○、要援護：内容記載、不明：－） 

第2編　標準マニュアル　
記載用様式集



第2編　標準マニュアル　
記載用様式集

01
号
室
  
  
  
  
  
 

02
号
室
  
  
  
  
  
 

03
号
室
  
  
  
  
  
 

04
号
室
  
  
  
  
  
 

05
号
室
  
  
  
  
  
 

06
号
室
  
  
  
  
  
 

07
号
室
  
  
  
  
  
 

08
号
室
  
  
  
  
  
 

09
号
室
  
  
  
  
  
 

10
号
室
  
  
  
  
  
 

11
号
室
  
  
  
  
  
 

12
号
室
  
  
  
  
  
 

13
号
室
  
  
  
  
  
 

14
号
室
  
  
  
  
  
 

15
号
室
  
  
  
  
  
 

16
号
室
  
  
  
  
  
 

17
号
室
  
  
  
  
  
 

18
号
室
  
  
  
  
  
 

19
号
室
  
  
  
  
  
 

20
号
室
  
  
  
  
  
 

21
号
室
  
  
  
  
  
 

22
号
室
  
  
  
  
  
 

23
号
室
  
  
  
  
  
 

24
号
室
  
  
  
  
  
 

25
号
室
  
  
  
  
  
 

26
号
室
  
  
  
  
  
 

対
策
本
部
 記
入
者
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 
記
入
日
時
（

 
 
 
 
）
年
（
 
 
）
月
（
 
 
）
日
 
午
前
・
午
後
（
 
 
）
時
（
 
 
）
分

 

号
　
室
 

（
 
 
 
）
階
 

階
代
表
名（
  
 ）
 
（
 
 
 
）
階
 

階
代
表
名（
  
 ）
 
（
 
 
 
）
階
 

階
代
表
名（
  
 ）
 
（
 
 
 
）
階
 

階
代
表
名（
  
 ）

（
 
 
 
）
階
 

階
代
表
名（
  
 ）

（
 
 
 
）
階
 

階
代
表
名（
  
 ）

（
 
 
 
）
階
 

階
代
表
名（
  
 ）
 
（
 
 
 
）
階
 

階
代
表
名（
  
 ）
 
（
 
 
 
）
階
 

階
代
表
名（
  
 ）

（
 
 
 
）
階
 

階
代
表
名（
  
 ）

様
式
－
３
 
対
策
本
部
安
否
情
報
シ
ー
ト
 
（
 
 
）
～
（
 
 
）
階
 

※
各
階
の
情
報
を
下
記
一
覧
表
に
ま
と
め
ま
す
。
  各
戸
の
記
載
内
容
：
人
数
等
（
無
事
：
○
、
要
援
護
：
内
容
記
載
、
不
明
：
－
）
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月
・
日
・
時
間
 

氏
　
名
 

性
別
 
年
齢
 

号
　
室
 

受
付
当
初
 
：
 
必
要
な
支
援
等
 

そ
の
後
の
状
況
（
帰
宅
、
移
動
場
所
等
の
内
容
と
日
時
）
 

 
女
・
男

 
女
・
男

 
女
・
男

 
女
・
男

 
女
・
男

 
女
・
男

 
女
・
男

 
女
・
男

 
女
・
男

 
女
・
男

 
女
・
男

 
女
・
男

 
女
・
男

 
女
・
男

 
女
・
男

 
女
・
男

 
女
・
男

 
女
・
男

 
女
・
男

様
式
－
４
 
待
避
所
受
付
名
簿
 
 
場
所
：
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
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月
・
日
・
時
間
 

氏
　
 名
 

居
住
号
室
/訪
問
号
室
 

連
 
絡
 
先
 

備
考
（
内
容
等
記
載
）
 

様
式
－
５
 
出
入
口
管
理
シ
ー
ト
 
 
場
所
：
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
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第2編　標準マニュアル　
記載用様式集

様式－６ 連絡依頼書兼安否不明ステッカー

対策本部からのお願い 

（     ）号室 

居住者の安否を確認しています。 

帰宅されましたら 

（       ：    号室） 

（       ：    号室） 

（       ：    号室） 

（       ：    号室） 

のいずれかまでご連絡ください。 

※現在の状況をご説明し「災害連絡カード」

をお渡しします。 
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様式－７ 災害連絡カード

代表者名  電  話 
号  室  携帯電話 
居住人数  

連
絡
先 そ の 他 

室 内 の 被 害 状 況 

居 住 者 の 安 否 

負傷者の有無・状況 

被
害
状
況 

災害時要援護者（＊） 
の有無・状況 

今 後 の 
生 活 予 定 
該当する□に

を記入 

（   ）は 

内容を記入 

□自宅で生活       □マンション内で一時避難 
□防災拠点への避難     （ 待避所／     号室 ）
□親戚等へ疎開 
疎開先：氏名（ ）電話（          ）

住所（                   ）
□その他（                      ）

要 望 事 項 

各 階 の 
対 処 

本部へ
の要望 

＊支援が必要な高齢者、乳幼児、妊産婦、障害者 

■被災生活の注意事項（内容を確認して、目立つところに貼ってください）

緊急時の連絡先　階 代 表 （       ：    号室） 
階情報班長 （       ：    号室）

キリトリ線 

（   ）階

※カードの太線内を記入し、（        ）号室（        ）のポストに入れてください。

□余震に備えて、物が倒れてこない安全な場所をつくる 
□点検が終わるまで、水道、電気、ガス、トイレは使用しない 
□ごみ、トイレの汚物は各戸で保管する（ベランダなど） 
□災害情報は、携帯ラジオの中央エフエム（８４．０ ＭＨｚ）から得る 
□移動や疎開の際は、各階の代表か、対策本部に届ける 
□移動、外出は電気ブレーカー、ガス、水道の元栓を閉じ、避難階段を利用する。
　（エレベーターは使用しない）

第2編　標準マニュアル　
記載用様式集
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第3編　マニュアル策定の方法 　第2編　標準マニュアル　
記載用様式集

記
入
者
/階
代
表
名
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

記
入
日
時
（
 
 
 
 
）
年
（
 
 
）
月
（
 
 
）
日
 
午
前
・
午
後
（
 
 
）
時
（
 
 
）
分

 

号
　
室
 

名
　
 前
 

必
要
内
容
・
数
量
 

配
布
状
況
 

号
　
室
 

名
　
 前
 

必
要
内
容
・
数
量
 

配
布
状
況
 

 
室

号
41

 
室

号
1 0

 
室

号
51

 
室

号
2 0

 
室

号
61

 
室

号
30

 
室

号
71

 
室

号
40

 
室

号
8 1

 
室

号
50

 
室

号
91

 
室

号
60

 
室

号
02

 
室

号
7 0

 
室

号
12

 
室

号
80

 
室

号
22

 
室

号
90

 
室

号
32

 
室

号
01

 
室

号
42

 
室

号
11

 
室

号
52

 
室

号
2 1

 
室

号
62

 
室

号
3 1

様
式
－
８
 
階
別
備
蓄
品
配
布
リ
ス
ト
（
 
 
 
 
）
階
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（
 
 
 
 
）
頁
 

下
 

所
場

還
返

後
用

使
 
容

内
 

備
配

初
当

 
別

種
欄
に
使
用
状
況
を
記
入
：
使
用
日
時
、
使
用
階
、
使
用
後
の
返
還
の
確
認
 

救
 

助
 

備
 

品
 

移
 

動
 

備
 

品
 

配
：

入
記

を
況

状
布

配
に

欄
下

 
容

内
 

備
配

初
当

 
別

種
布
日
時
、
配
布
階
、
配
布
内
容
・
数
量
、
配
布
の
確
認
（
各
階
物
資
班
は
配
布
住
戸
に
つ
い
て
記
入
）
 

備
 

蓄
 

品
 

・
 

水
 

食
 

料
 

種
別
 
保
管
場
所
 

日
  時
　
　
　
内
  容
　
　
　
 数
  量

下
欄
に
配
布
状
況
を
記
入
：
配
布
日
時
、
配
布
階
、
配
布
内
容
・
数
量、
配
布
の
確
認
（
各
階
物
資
班
は
配
布
住
戸
に
つ
い
て
記
入
）
 

救
 

援
 

物
 

資
 

様
式
－
９
 
 
備
蓄
品
・
救
援
物
資
等
使
用
リ
ス
ト
 
：
対
策
本
部
・
物
資
班
・
（
 
 
 
）
階
物
資
班
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